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	第1条 甲乙両者は、信義を重んじ誠実にこの契約を履行しなければならない。
	第２条 甲は、標記物件（以下「売買物件」という。）を乙に売り渡し、乙は、これを所在及び面積を確認して甲から買い受ける。
	第３条 売買代金は、金○○○，○○○，○○○円とする。２乙は、前項の売買代金から第４条の契約保証金を差し引いた○○○，○○○，○○○円を、甲の発行する納入通知書により平成○○年○○月○○日までに一括納入しなければならない。
	第４条 乙は、契約締結までに契約保証金として、金○○，○○○，○○○円を甲に支払うものとする。
	２ 前項の契約保証金は、既に納付済の入札保証金から全額を充当するものとする。
	３ 甲は、乙が前条第２項に規定する義務を履行したときに契約保証金の全部を売買代金の一部に充当する。
	第５条 売買物件の所有権は、乙が売買代金（指定期限までに売買代金を納入しない場合にあっては、第１３条第１項第２号に規定する違約金を含む。）を完納した後、甲から乙へ移転する。
	２ 前項の所有権が移転したとき、同時に売買物件を現況で引き渡しが行なわれたものとする。
	３ 乙は、売買物件の引き渡しが行われたときは、甲に物件引受確認書を提出しなければならない。

